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「情報科 目」受講生の意識について

教養部 横田 浩

1.は じめ に

昨 年 度 か ら、 カ リキ ュラ ム の 見 直 しに よ り教 養 科 目が 大 き く変 化 したD。 さ ら

に、 来 年 度(1997年 度)か らは、 新 学 習指 導要 領2)に よ って 教 育 を受 け た 学 生3)が

入 学 して くる。 また 、1999年 を 目処 に 、す べ て の 高校 に一 人 一 台 の コ ン ピ ュー タ

を導 入 す る とい う計 画 が 建 て られ て い る4)。 これ らを受 け 、 これ か らの情 報 教 育 の

あ り方 を検 討 す るた め に、 学 生 の状 況(知 識 ・技 術 や 意識 な ど)を 知 る こ とが 大

切 で あ る。 学 生 が 、 受 講 す る ま で に(実 質 的 には 入 学 す る まで に)コ ン ピュー タ

に対 して どの よ うに接 して き た か 、す なわ ち、 使 用 した こ とが あ るか 、 あ るな ら

ば そ の 内容 は、 とい う こ とにっ い て は 、す で に報 告 した5'6)。 そ こで 本 論 文 で は 、

学生 の意 識 に焦 点 を絞 って分 析 した結 果 を報 告 す る。 従 って 、 意 識 に関 す るア ン

ケ ー トを取 り始 めた1991年 度 生 以 降 の 学 生 を対 象 とす る。 一 部 はす で に報 告7)し て

い るが、 こ こで は それ を含 め解 析 す る。

なお、 本 論 文 で は 、 旧 カ リキ ュ ラ ム8)の 「情報 科 学 」 受 講 生 を主 と して い る。 本

来 は 、新 カ リキ ュ ラム1'9)の 「コ ン ピ ュー タ入 門 」 ・ 「情 報 論1」 ・ 「情 報 論II」

の受 講 生 につ い て 分析(解 析)す るの が 良 い と思 わ れ るが 、 これ らにっ い て は簡

単 に ふれ る程 度 とす るlo)。

「情 報 科 学 」 受 講 生 へ の ア ンケ ー トの項 目な ど は文 献7)を 参 照 の こ と。 新 カ リ

キ ュラ ム受 講 生 に対 す るア ンケ ー トの 内容 は付 録 に与 え る。 本 論 文 で は 、 以下 の

内容 を取 り上 げ て 分析 す る。

(1)コ ン ピ ュー タに対 して 学 生 が 持 って い る イ メ ー ジ。 「情 報 科 学 」 受講 前 と

受 講 後 の そ れぞ れ に っ いて。 また 、 使 用 経 験 との相 関 関係 にっ い て。

(2)「 情 報 科 目」 の 受 講理 由。

(3)「 情 報 関 連 科 目」 にっ いて 。

(4)購 入す る意 思 にっ い て 。

本 論 文 で は 、新 旧の4科 目を 合 わ せ て 「情 報 科 目」 と呼 び 、新 の3っ を 合 わ せ て

「コン ピ ュー タ入 門 等 」 と呼 ぶ こ と にす る。

あ くまで受 講 生 に対す る ア ン ケー トの結 果 で あ るの で 、 奈 良大 生 全体 の 意 識 と

み なす には 若 干 問題 が あ る と思 わ れ る。

こ こで 、 ア ンケ ー ト数 にっ いて ま とめ て お く(表1.1)。2回 生 以 上 の 割 合 は 、

「情 報 論II」 を除 き数%以 下 で あ る ので 、本 論 文 で は 学年 に よ る検 討 は 行 わ な

い1D。
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表1.1 アンケ0ト の回答数

年度 国文 史学 地理 文化財 文学部 1社 会 産業社会 社会学部 総計

1991(H3)

1回 目

2回 目

94(52)
87(51)

104(42)

92(40)

88(18)

81(19)

51(29)

50(28)

337(141)

315(138)

70(31)

64(31)

70(12)

62(11)

一

140(43)

126(42)
477(184)
441(180)

1992(H4)
1回 目

2回 目

102(55)

100(56)

95(52)

88(53)

101(15)

85(15)

62(32)

55(28)

360(154)

328(152)

71(22)

64(21)

100(8)

96(8)

一

171(30)

160(29)

531(184)

488(181)

1993(H5)

1回 目

2回 目

79(35)

64(28)

73(27)

71(26)

98(19)

91(17)

50(24)

47(23)

300C105)

273(94)

101(25)

94(22)

90(9)

87(10)

191(34)

181(32)

491(139)

454(126)

1994(H6)
1回 目

2回 目

86(45)
25(9)

74(25)
57(20)

88(18)
66(25)

52(22)
54(25)

300(110)
202070)

110C39)
68(19)

86(11)
62(8)

196(50)
130(27)

一

496(160)

332(97)

1995(H7)

コンピュータ入門

情 報論1

情 報論H

65(36)

4(2)
1(0>

72(29)

9(3)
4(1)

58(14)
38(6)

4(0)

37(23)

11(6)
0(0>

232(102)

62(17)
9(1)

71(25)

14(6)
2(1)

86(16)

27(3)
0(0)

157(41)

41(9)

2(1)

一

389(143)

103(26)

11(2)

(注1)()は 、 女 子 の 数 を表 す 。

(注2)1994年 度 の2回 目お よび1995年 度 は、 ア ン ケ ー トを取 り忘 れ た クラ ス が あ る た め 、受 講 生 よ り少 な く な っ

て い る。

(注3)1995年 度 にっ い て は、 複 数 科 目を受 講 して い る学 生 が い る。

2.コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る イ メ ー ジ

この節 で は、 受 講 生 の コ ン ピュー タに対 す る イ メー ジ にっ い て検 討 す る。

最 初 に、 単 純 集 計 にっ い て検 討す る。 表2.1～2.3に 、(回 答)学 生 全 体 の イ

メ ー ジ を示 す 。 表2.1、2.2に 、 それ ぞれ 学 部 別 、 男 女 別 の 変 化 を示 す 。1995年 度

にっ いて は3科 目合 計 で 集 計 した(一 部 、複 数 受 講 して い る学 生 が い るが こ こで

は考 慮 しな い)。

表2.1 コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る イ メ ー ジ(2つ 以 内) 受講前(学 部別)

体全599社1文

5

5

5

4

3

5

2

7

7

1

2

0

0

1

4

8

4

0

2

6

6719-582335221511020004り乙10010ム

6

4

3

5

6

2

6

5

9

6

5

0

5

1

0

6

0

0

5

0

01302528245011523130004り6り6001り6

4

3

9

7

1

1

5

4

0

7

4

7

7

1

0

7

0

4

0

0

0108056443432051001011に」961001り6

体全499社1文

0

7

7

9

7

7

7

2

0

2

4

2

4

6

4

0

6

2

2

0

2428645243613331200001」昌轟96196り乙ll

2

4

8

9

9

2

2

6

5

6

5

5

5

1

5

5

5

5

5

0

06369462416222402000004961り69611

3

3

0

7

3

3

0

0

0

3

7

7

0

3

0

7

7

0

0

0

02204453446034321000024り6り6り6り611

体全399社1文

7

2

8

8

9

6

0

9

7

1

2

9

0

9

6

0

2

8

0

0

2

●

9

3

9

0

8

0

3

6

6

8

2

2

4

3

0

2

0

0

0

0

200061り61061

4

5

4

9

3

6

0

9

9

3

1

6

7

6

0

1

0

5

0

0

6129083179632320200001」触り61り61り乙-

7

7

0

7

3

7

3

3

7

3

7

0

3

7

0

0

3

0

0

0

7830098464913441201002り0り乙0乙0乙-ll

体全299社1文

1

2

6

3

1

1

0

3

0

2

1

5

2

0

0

1

6

3

0

0

79094153467123301010014り乙120611

5

3

3

7

0

8

6

5

0

2

6

2

3

7

0

6

6

6

0

0

0899845737801240000000411nノ日0乙-

2

6

7

5

7

0

6

7

6

7

4

1

6

2

8

4

6

7

0

0

590929554561332010100240乙1り乙111

体全199社1文

1

6

2

5

5

0

2

1

1

3

2

3

3

7

7

3

8

4

0

0

96610049776422111000014り6り6り6り61

7

3

1

1

4

9

3

4

1

7

6

4

6

1

7

0

7

7

0

0

1592717967531320000002496961961

3

5

8

0

2

5

2

4

1

5

5

7

8

5

1

8

9

3

0

0

865020297764211210000149606り6961

鮒(

、

、ししいなな

る

いたいらかななみつ高ロかきくいたいて端立ムがプわがいい力たし立

他しつ先利に一格一だき算通労しいわ中りさにの難や最便役ゲ価ワま好計融疲楽嫌こ集殴や役そ388274965123970560141111111112112
(注)順 番は1991年 度の(全 体の)順 番 を基準 としている。
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表2.2:コ ン ピ ュ ー タ に 対 す る イ メー ジ(2つ 以 内) 受講前(男 女別)

体全599女1男

3

7

7

2

3

5

2

7

7

1

2

0

0

1

4

8

5

0

2

6

6472119315812323522151102000

8

8

3

4

5

0

3

6

0

3

8

8

0

0

8

8

0

4

0

6

253271831635326511031102001

8

5

4

2

6

4

7

7

5

9

5

2

5

2

2

9

6

9

3

6

3431820314H15322422161101000

体全499女1男

0

7

7

9

7

7

7

2

0

2

4

2

4

6

4

0

6

2

2

0

2428645243613331200001406106り611

3

9

4

4

1

4

1

6

1

5

0

4

9

8

0

3

6

0

0

0

36699848532041301000014001960乙

9

0

3

7

1

0

8

6

0

0

1

7

1

6

1

4

6

3

3

0

24216182523211433822432200αOl

体全399女1}男

㎝

7

2

8

8

9

6

0

9

7

1

2

9

0

9

6

0

2

8

0

0

293908036682243020000200り61り乙1961

0

4

0

7

8

5

8

9

6

9

9

2

3

0

4

6

0

7

0

0

9413223231561073722451300002

2

6

5

6

2

1

9

5

0

2

0

1

0

4

3

4

3

9

0

0

03919181920261368823430100002

　

体一全

1

2

6

3

1

1

0

3

0

2

1

5

2

0

0

1

6

3

0

0

74920192421151346712330101001

299

女1男

3

1

8

2

2

8

3

5

1

0

6

2

2

7

0

2

1

0

0

0

2533215272131067612220210002

8

9

7

8

1

1

5

2

5

8

9

6

8

2

0

6

3

0

0

0

44613212221211435702330002001

体全199女1男

1

6

2

5

5

0

2

1

1

3

2

3

3

7

7

3

8

4

0

0

9462621202014977642211100001

0

0

3

3

7

1

0

8

1

3

2

2

2

5

6

6

6

1

0

0

1082201697322201111001⊆」り0969696

7

5

5

5

5

2

3

5

2

2

5

4

4

4

7

0

3

0

0

0

4431920192022H57852221100002

知(

、

、し魯Vいなな

る

いたいらかななみつ高ロかきくいたいて端立ムがプわがいい力たし立

他しつ先利に一格一だき算通労しいわ中りさにの難や最便役ゲ価ワま好計融疲楽嫌こ集殴や役そ318821749615112131971051620n1421
(注)順 番は191年 度の(全 体 の)順 番を基準と している。

表2.1と2.2か ら、1994年 度 まで にっ いて は 「最 先 端 」 よ り 「便 利 」 ・ 「役 に立

つ 」 が上 位 に きた こ とを 除 け ば 大 き な変 化 が な い こ とが 分 か る。 「最 先 端 」 とい

うあ こがれ 的 イ メー ジか ら、 身 近 な イ メー ジ に な った とい う こ とは 、 コ ン ピュー

タ 自身 も身近 に な った とい う こ との 表 れ で あ ろ う。 上 位2っ は 、 「難 しい 」 と

「や ってみ た い」 で あ る。 実 は 、 この2つ の組 み 合 わ せ で 選 ん だ学 生 が 多 い。 学

生 の積 極 性 の表 れ と思 い た い。 「や って み た い」 と答 え た 学 生 は、 女 子 の 比 率 が

男 子 よ りか な り高 い(1995年 度 も同 じ傾 向 に あ る)。 実 際 の授 業 で も、女 子 の方

が 男子 よ り学 習 意 欲 が あ る よ う に感 じ られ る点 か ら も納 得 で き る。 学 部 間 の差 は

ほ とん ど認 め られ ない。 「ゲ ー ム」 を選 ん だ 学 生 は男 子 に は2割 ほ どい るが 、女

子 は ほ とん どい ない。 この傾 向 は変 化 が な い。 女 子 も比 較 的 フ ァミ コ ンをす る よ

うに な って き て い る6)が 、女 子 は他 の イ メー ジが 強 いた め と考 え られ る。 また 、初

め は女 子 が 男子 の2倍 近 くあ った 「ワー プ ロ」 は、 ほ とん ど差 が 無 くな った。 こ

れ も、他 の イメ ー ジへ 移 行 した た め と考 え られ る。
一 方 、1995年 度 で 目立 つ の は 「まだ わ か らな い」 で あ る。4人 に1人 が答 え て

い る。 これ は、"一 応"「 使 った こ との な い学 生 」 が 大 半 で あ る 「コ ン ピュー タ

入 門」 が 全 体 の77%を 占め るた め で あ ろ う12)。 それ 以 外 は大 き な差 は 見 られ な

い。 小 さ い差 は 、年 度 に よ る変 化 なの か 、 そ れ と も、 先 に述 べ た受 講 生 の 問題 な

の か は1年 だ け の結 果 で は判 断 で き ない。

さ らに、 表2.3に 、1995年 度 の教 養 科 目の コー ス別 も含 め た イ メ ー ジにっ い て示

す 。 コー ス に よ る差 が 目立 って い る。 当 然 の結 果 で あ ろ う。 情 報 ・環 境 コー スで

は 、 「難 しい」 ・ 「まだわ か らない 」 が他 の コー ス に比 べ て10ポ イ ン トほ ど少 な
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く、 「や って み た い」 や 「最 先 端 」 な どが 高 くな って い る。 た だ 、 「ゲ ー ム」 と

答 え た学 生 の率 が 高 い の が 気 に な る。 ゲー ム ばか りや って きた 学 生 が 情 報 ・環境

コー ス に多 い の だ ろ うか?数%以 下 の項 目にっ い て は、 回答 者 数 が 少 な く(数 名

以 下)誤 差 範 囲 と考 え られ るた め 、 コー ス に よ る差 を認 め られ な い。

表2.3:コ ン ピ ュー タに対 す るイ メー ジ(2つ 以 内) 1995年 度

体全

3

2

7

7

7

2

5

3

1

1

7

2

0

0

8

4

0

6

5

2

6473123211912855532221110000

願報噸情男ス際一国

コ

間人

4

1

9

5

7

4

6

8

1

1

8

5

8

8

5

8

8

5

8

8

03934152322171336631031001000

7

1

6

0

7

3

1

3

3

0

0

3

3

3

7

0

7

0

8

0

853332519158933553331010000

6

2

5

6

7

6

6

3

7

3

0

7

1

4

1

7

6

9

4

0

95029272019H574431202120000

ー
女姐男男

8

4

0

8

3

3

0

5

3

0

6

8

8

4

8

8

0

6

0

0

253312627185365331121100001

8

2

5

5

4

7

4

6

9

2

7

5

2

9

9

2

5

6

6

3

34331221820151144632211110000

ー
社糊学文

6

5

9

4

3

6

2

6

6

1

5

5

0

0

6

0

5

0

0

5

0413224232081255520133210100

4

7

0

3

9

5

1

1

7

1

4

4

7

4

7

0

7

0

0

0

0513023201814654543210101001

eの

い

いないな

る

いらたいかななかみ高つロきくた

いいわて端がム立いプがたい立力し

他し利だつ先格一にきし一算通りわい労に中さの難便まや最価ゲ役好楽ワ計融殴こ嫌疲役集やそ32151889417176121320510191416H21

(注1)学 部 別 ・男 女別 は 表2.1、2.2の 再 録。 た だ し、順 番 は1995年 度 の 全体 の順 序

に変 更 して あ る。

(注2)コ ー ス 別 に は、2回 生以 上 は含 まれ ない 。

次 に、 表2.4、2.5に 、 第2回 目、 す なわ ち授 業 終 了後 の イメ ー ジの 変 化 を示 す

(それ ぞ れ 学 部 別 ・男女 別 で あ る。1995年 度 は な し)。 第1回 目の イメ ー ジ とは

変 化 して い る。 受講 後 で は 、 「難 しい 」 が 半 数 を越 え る。 また 、 「融 通 が利 か な

い」 ・ 「殴 りた くな る」 が増 加 して い る。 もち ろん 、 これ は授 業 内容8,12)と無 関 係

で は ない。 先 の 報 告7)の 付 録 の 感 想3)に も あ る よ う に、 む しろ予 想 され る こ とで あ

る。 この点 か らも情報 科 目の 授 業 内容 は ど う あ るべ きか14)と い う こ と も大 事 な 問題

で あ る。 た だ し、 本 論 文 で は 授 業 内容 の 検 討 は行 わ な い。 情 報 教 育 の カ リキ ュ ラ

ム と絡 ん だ 問題 で あ り、 今 後 の(カ リキ ュラ ム変 更 を伴 う)課 題 で あ る15)。
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表2.4 コ ン ピ ュ ー タ に対 す る イ メ ー ジ(2つ 以 内)

「奈良大学情報処理センター年報Nd7」

一一 受講後(学 部別)

体全4鵬社文
1

2

7

1

5

9

2

1

6

3

0

2

9

8

8

0

8

3

0
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・

●

.

●

・
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。
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・

。

・

●

●

●

・
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・

●

1

5

6

3

8

0

8

9

7

4

7

5

4

5

2

3

1

0

0

0

2【」961111

7

2

8

7

8

4

4

8

5

0

5

9

5

3

9

9

8

0

0

6

3

.

●

○

・

●

●

●

・

・

.

・

●

・

9

●

●

・

●

●

●

・

4

4

4

1

7

9

6

4

5

7

5

3

5

6

3

3

0

0

0

1

2にUり乙1111

8

9

9

9

0

9

4

5

0

5

0

0

5

5

0

5

5

5

0

0

0

●

。

●

●

。

●

.

・

・

.

・

。

・

●

・

・

●

・

・

.

・

8

5

7

3

9

1

9

5

9

2

8

6
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5

2

2

2

0

0

0

24り乙1111
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9

1
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8

3

3

2

8

1

6

6

4

4

3

0

2

4

4

1

5
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・

,
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●

・

・

。

●

・

・

●

。

・

・

●

・

・
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.

l

1

3

2

0

1

7

6

8

7

0

4

4

4

3

4

2

0

0

1
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4

5

4
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4

9

9

9

2

8

4

4

3

3

1

7

0

5

2

6

・

●

.

。

。

・

。

。

・

.

・

.

。

・

・

●

・
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・

・

●

6
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3

9
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4

4
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3

6

1

0
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2
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4

1

7

6

6

7

4

4

2

●

.
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●

●
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●
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1

4
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1
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5

7

5
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3

3

8

0

2

9

●

6

。

●

・

・

●

・

.

●

・

●

9

●

●

。

・

●

●

.

●

5

2

1

4

2

0

5

8

7

5

4

5

4
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2

2

3

0

0

0
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0

0

2

1
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2

0

5

3

1
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1
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5

5

9

6

0

0

9

●
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。

●
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●

5

●
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・
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。

・
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6

2

3

0

6

0
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5

7

6

3

4

3
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2

2

1

0

0

0
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6

7
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1

0

6

1

6

6

8

1

5

9

0

-

0

9

0

3

3

・

・

●

●

・

●

・

●

・

。

・

・

●

◎

・

●

.
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●

9

・

9

2

0

6

0

1

4

0

7

4

5

6

5

4

3

2

4

0

0

0

342111111

体全1㎜社文

8
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3

2

8

4

2

5

6

9

2

3

9

0

8

0

0

6

●

・

.

・
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・

●
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●
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・

。

・

.
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・
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●

・

2

1

2

1

1

1

0

8

8

8

7

6

5

5

4

3

2

1

0

0

1rD9611111

8

8

1

5

3

7

7

3

7

5

4

6

0

8

8

8

6

6

0

0

0

.

●

●

.
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9

●

.

●

●
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●

●

●

。

・

●

・

。

.

●

4

9

1

9

8

8

2

6

2

9

3

5

4

4

4

0

1

1
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0に」111111

1

2

3

7

9

4

2

8

7

6

1

0

7

4

1

1

2

9

0

0

2

●

。

・

.

●
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9

.

●

●

。

●

●

●

.

。

…

。

●

2

2

3

2

8

2

9

9

6

7

5

7

6

5

4

5

2

1

0

0

2rhJ96111

)%(

、

、ししなな

い

る

いいらかたなな高かつきみくロいたい端がわ立ムがていたプい力し立

他し利先格だに一通き労つしり一算いわ中さにの難便最価ま役ゲ融好疲や楽殴ワ計嫌こ集や役そ

・

.

.

.

り

●

9

●

・

●

.

○

・

.

・

。

9

●

◎

・

・

3

2

8

9

5

7

4

3

1

9

8

7

0

6

2

0

5

6

1

4

1111112111112
(注)順 番は1991年 度 の(全 体の)順 番を基準 と している。

表2.5 コ ン ピ ュ ー タ に対 す る イ メ ー ジ(2つ 以 内)一 一 受 講 後(男 女 別)

体全4㎜女男
1

2

7

1

5

9

2

1

6

3

0

2

9

8

8

0

8

3

0

6

1

・

・

.

●

・

●

O

・

0

●

・

●

・

・

●

・

.

.

.

・

0

1

5

6

3

8

0

8

9

7

4

7

5

4

5

2

3

1

0

0

0

2【」961111

7

3

8

5

4

7

3

7

3

1

4

4

2

3

2

1

2

0

0

0

2

●

・

・

…

●

●

O

・

.

・

●

O

…

9

・

●

●

4

5

6

9

7

4

6

3

5

2

8

8

4

5

4

1

4

0

0

0
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6

2

7

5

0

4

1

3

5

1

4

8

1

0

1

8

9

4

0

9

3

・

O

・

O

・

・

●

●

・

●

O

.

O

O

,

・

…

.

・

9

5

6

4

9

9

3

7

8

5

6

3

5

6

2

3

0

0

0

0

1」唖り611り6

体全3㎜女男
3

9

1

6

8

3

3

2
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1

6

6

4

4

3

0

2

4

4

1

5

●

・

●

●

。

O

.

●

●

・

●

O

●

・

●

●

O

●

●

●

・

l

1

3

2

0

1

7

6

8

7

0

4

4

4

3

4

2

0

0

1
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4

1

2

8

4

2

5

4

3

0

3

1

9

1

7

7

1

8

0

0

6
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・

O

・

●

●

・

・

。

・

●

・

●

●

●

O

・

・

.

O

・

1

8

4

1

9

0

5

2

6

1

1

3

3

3

4

4

3

0

0

0

1ρ01111106

4
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6

9

4

7

8

7
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5
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2
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9
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7
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5

5

◎
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。

・

◎

・

.

●

9

。

…

●

O

●

・

・

●

9

・

7

3

2

2

1

1

1

7

9

5

6

5

4

4

2

3

1

0

0

1
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体全2鵬女男
0

4

5

6

1

9

8

4

6

1

9

5

7

5

9

3

3

8

0

2

9

・

。

・

●

・

●

○

・

O

O

・

●

●

●

。

●

・

O

・

・

●

5

2

1

4

2

0

5

8

7

5

4

5

4

4

2

2

3

0

0

0

2r「U9611111

9

0

3

9

6

7

3

5

6

6

3

6

2

1

3

6

9

1

0

0

8

0
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・

●

●

●

●

O

●

●

●

●

●

●

。
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0
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O

O

・

1

6

8
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1

2

3

0

6

6

8

6

2
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3
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4
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4
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2

2

2

2

9

9

2

6
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3

9

7
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3

9

・
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O

●

・

・

●

・

●

●

●

・

.

・

・

●

,

・

。

.

.

1

0

3

7

2

9

3

7

8

4

2

4

6

3

2

3

2

0

0

0
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体全1㎜女男

8

5

7

8

6
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8
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3

9

0

8

0

0

6

●

●

●

●

。

。

・

.

9

●

・

・

。

●

・

●

9

・

●

●

9

2

1

2

1

1

1

0

8

8

8

7

6

5

5

4

3

2

1

0

0

1【」り611111

2

1

0

3

4

1

2

4

0

9

8

9

6

4

1

9

2

7

0

0

2

.

●

。

●

●

●

●

・

●

●

・

.

●

・

.

,

●

.

●

・

。

2

1

0

8

4

1

2

9

5

8

2

3

5

4

6

3

2

1

0

0

2ρ0061111

4

8

6

2

6

5

7

4

7

7

8

4

1

7

1

8

9

9

0

0

1

。

9

。

・

.

・

●

O

・

・

●

・

●

・

●

.

・

.

・

O

●

6

1

4

4

9

1

5

8

0

7

3

8

6

5

3

3

1

1

0

0

14り乙11111

)%(

、

、しーVなな

い

る

いいらかたなな高かつきみくロいたい端がわ立ムがていたプい力し立

他し利先格だに一通き労つしり一算いわ中さにの難便最価ま役ゲ融好疲や楽殴ワ計嫌こ集や役そ

●

.

●

●

。

9

●

●

O

●

●

●

・

●

0

●

・

●

・

・

0

3

2

8

9

5

7

4

3

1

9

8

7

0

6

2

0

5

6

1

4

1111112111112
(注)順 番は1991年 度 の(全 体の)順 番 を基準 としている。
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「奈良大学情報処理センター年報Nα7」

最後 に 、使 用経 験 との相 関 にっ いて 検 討 す る。 全 体 と して年 度 変 化 が 少 ない の

で1991～1994年 度 の 全 学 生 の 第1回 目の イ メー ジにっ い て、 フ ァ ミ コン ・ワー プ

ロ専 用 機 ・パ ソ コ ン等 を使 用 した こ とが あ るか な いか に よ って違 い が あ るか ど う

か をみ る(表2.6)。

表2.6 コン ピ ュ0夕 に対 す る イ メー ジ(2つ 以 内 使用 経験 別)

濫 7
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1

3

8

4

0

0

7

6

3

1

7
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6

1

0

7

6

0
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0
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0

5
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7

7

0
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3

3

5

8

3

0

3

8

8
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5

5

5

0

0

0

0

0

3

0
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P
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8

5

5

7

4

8

8

4

6

2

2

8

2

4

7

4

4

1

0

0

262a&465754413100110034り乙lllり乙-

W
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7

7

7

3

0

0

9

6

8

0

4

2

9

0

4

4

0

0

9

0

43721212029R翫115017201100201

P
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0

7

9

1

6

6

0

1

0

8

8

7

9

8

7

7

0

8

8

0

7姶2628鳳肌9H37。42132LL"""α1

W
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8

7

8

0

0

1

3

5

9

8

5

5

8

8

2

4

0

7

0

0

4310112ε2…4933224L位住α位l

rh
J

96

00

り6

り乙

F

163

3

9

3

5

1

4

1

6

3

2

8

6

5

6

8

6

0

9

0

0

3

露

錐

露
H
L

監

ー

ー

ー

ー

ー
-

無
励

3

7

7

7

7

3

0

7

0

7

0

0

0

7

0

7

0

0

7

0

3304481800222224000001ρhU9乙9乙り乙ll

知(

、

、-Vレいなな

る

いたいらかななみつ高かロきいくたいて立端ムがわプいがいした力立

他し利っに先一格きだ一労し通算わいさり中にの難便や役最ゲ価好まワ疲楽融計こ嫌や殴集役そ328784915697325αLO。a41111111112112

(注1)そ れ ぞ れ の 記 号 は 以 下 に 従 う 。

F:フ ァ ミ コ ンの み 、W:ワ ー プ ロ 専 用 機 の み 、P:パ ソ コ ン の み

FW:FとW、FP:FとP、WP:WとP

無:全 く使 用 経 験 が 無 い 、 全:全 て を 使 用 した こ とが あ る

(注2)記 号 の 下 の 数 値 は 、 そ れ ぞ れ の 人 数 を表 して い る。

(注3)順 番 は 、 総 計(1991～1994年 度 の 合 計)の 順 に 並 べ た 。

使 用 した こ とが 無 いほ ど、 「難 しい」 ・ 「まだ わ か らな い」 ・ 「こわ い」 と感

じ、 また 、 「や って み た い 」 と思 って い る。 一 方 、 使 用 した こ とが あ る ほ ど

「ゲ ー ム」 ・ 「価 格 が 高 い」 ・ 「好 き」 が 多 くな って い る。 利 用 内容 が 主 と して

ゲ ー ム とい う こ とや 、 使 用 した こ とが なけ れ ば 価 格 にっ い て も関心 が な い と思わ

れ るか ら、 当然 の 結 果 で あ ろ う。

「最 先 端 」 を 始 め と して 抽 象 的 な イ メー ジ に は、 ほ とん ど差 が無 い。 「便 利」

も差 が無 い が 、 本 格 的 な使 用 を して い な い状 況 で は、 自然 で あ る と思 う。
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3.「 情 報 科 目」 を受 講 した理 由

こ の節 で は 、 何 故 「情報 科 目」 を受 講 した のか にっ いて み る。 カ リキ ュ ラ ムや 授

業 内容 の違 い12)が あ る ので 、 「情 報 科 学 」 受 講 生 と 「コ ン ピュー タ入 門等 」 の受 講

生 とは 、 単純 に比 較 で き な い。

表3.1受 講 した理由(3つ 以 内)

体全499社1文

8

7

8

7

5

1

2

4

0

8

471545920241274704

体全499女1男

8

7

8

7

5

1

2

4

0

8

471545920241274704

1

4

4

3

9

7

1

1

6

5

070596222241274503

0

8

4

0

2

1

1

8

1

0

973646017301033306

2

8

2

7

1

7

4

7

0

0

47351581924H74815

3

0

5

5

9

0

2

7

9

2

371505922211394813

体全399社1文

5

7

3

7

2

5

8

8

9

8

375516023271271303

体全399女1男

5

7

3

7

2

5

8

8

9

8

375516023271271303

0

4

0

1

5

0

9

6

1

0

677525524321172312

9

9

1

5

8

0

9

4

9

0

173655522261321205

5

3

8

5

8

4

7

3

4

7

774516323231371403

1

2

4

2

4

3

7

0

3

1

676466224271292412

体全299社1文

1

8

1

4

2

3

3

5

0

1

075525421221765424

体全299女1男

1

8

1

4

2

3

3

5

0

1

075525421221765424

9

2

5

0

6

3

8

9

8

9

172585320271582124

6

7

5

8

0

6

0

7

2

0

777615226181267202

3

0

5

3

6

2

0

7

0

7

976505422191856513

8

0

9

6

4

8

4

4

9

2

773485418241964434

体全㎜社文
6

5

8

8

1

8

6

4

4

6

370595420181533302

体全㎜女男
6

5

8

8

1

8

6

4

4

6

370595420181533302

1

4

4

4

7

7

6

1

4

7

7
0

72

66

56

21

30

5

3

2

1

0

0

7

5

0

3

3

8

7

8

2

5

770625022161623202

9

5

2

2

8

9

6

9

2

6

069565420121933403

5

5

9

5

2

1

1

1

1

7

170575719191543402

鮒(別部学

つ立

た

て要る役つでれ

い必あにかんらすはつたでーな読め合やで立つ目科がをす都り会役あ科学目覧すのと社にがいー科便に割が

他代職味し門に生輩間位の現就興新専他学先時単そ43152876109H

鋤(別女男

つ立

た

て要る役つでれ

い必あにかんらすはつたで)な読め合やで立つ目科がをす都り会役あ科学目覧すのと社にがいー科便に割が

他代職味し門に生輩間位の現就興新専他学先時単そ4315287610911
(注)と もに、 順 番 は1991年 度 の(全 体 の)順 番 を基 準 と して い る。

まず 、 「情 報 科 学 」受 講 生 の理 由を表3.1に 示 す 。20%以 上 の上 位5っ は・ ほ ぼ

同 じで あ る。 た だ 、 「就 職 に 役 立 つ 」 と 「興 味 が あ る」 が 逆 転 して い る。 これ

は、 男 子 学 生 の 変 化 に よ る も ので あ る。 女 子 学 生 で は変 わ って い な い。 また ・

「専 門 に役 立 つ 」 も女 子 に多 い こ とか ら、 女 子 の方 が現 実 的 とい う こ と なの で あ

ろ うか。 それ と も、 女 子 の方 が就 職 難 と言 われ て い る こ とが ・影 響 して い るの か

も しれ な い。 この こ とが 、 最 後 まで 授 業 を受 け る率 が女 子 で は 高 く、 男 子 はや め

る率 が 高 い こ と と関係 が あ る と思 われ る(表1.1で 、第1回 目と第2回 目で の変 化

をみれ ば よ く分 か る)。

注 目に値 す るの は 、常 に6位 の 「他 に科 目が なか った 」 が 、10数%い る こ とで

あ る。 旧 カ リキ ュラ ムで は 、 「情報 科 学 」 は 自然 科 学 科 目で あ り、7科 目の 中か

ら2科 目選 択 必 須 の 内 の 一科 目で あ る。 こ のた め 、 「地 学 」 ・ 「生 物 」 と並 んで
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受 講 希 望 が 多 い16)。 こ の こ とが 、 受 講 に大 き く作 用 して い る も の と思 わ れ る。

「学 生 便 覧 を読 んで 」 ・ 「先 輩 に勧 め られ て 」 が 少 ない。 これ は、1年 生 で し

か も入 学 して す ぐに登 録 しな けれ ば な らない こ とか ら、 無 理 は な いで あ ろ う。

表3.2:受 講 した理 由(3つ 以 内)

9

0

2

8

6

1

7

8

0

6

495体2&323&4。110119全76531

11

3

7

7

7

3

7

0

0

0

0

3論&εLε&ε0。"位α&報51411情

q

2

0

4

2

4

8

8

0

0

0

9

ロカ

ー目轍

㏄

67

54

26

21

7

5

1

1

0

1斗琴情

椚
2

5

2

6

6

0

1

1

0

8

07669533411842101

獺報噸情男ス際一国コ燗

1

9

9

7

5

9

6

5

8

0

56167512627641001

9

0

5

5

9

3

1

3

8

8

7245984300171654

0

6

2

0

8

8

2

3

9

9

3817152317751001

ー

女姐男男

7

7

9

3

8

2

3

6

2

0

68165473711n50100

3

2

0

5

5

5

3

5

9

9

86869563014642001

別

社部学文

4

4

7

6

8

2

6

6

0

0

06868573112932111

5

8

3

9

1

4

4

3

0

3

77567503314751101

鮒(度年9519

つ立

てい要役でれ

いた必にいんらすりはたつ)た読合めや知でつ立科りを都すりを会あ役学取項のすと方社がに(を要割にが

他い代味職門格義間輩位の使現興就専資講時先単そ1041329685711

(注1)コ ース別 には 、2回 生 以上は含 まれ ない。

(注2)情 報 論11は10名 程度 なので、 デー タと しては意味 がない。

「コ ン ピュー タ入 門等 」 の受 講 生 の受 講 理 由を表3.2に 示 す 。 学 部 別 、 男 女別 、

コー ス別 に ま とめ た。 当然 、 受 講 科 目に よ って理 由が 異 な る と思 わ れ る ので 、 科

目別 の受 講 理 由 も、併 せ て掲 載 した。

男女 差 で 目立 つ の は、 「使 い 方 を知 りた い 」 ・ 「就 職 に役 立 つ 」 ・ 「資 格 を取

りた い」 とい う実 用 的 な理 由 が女 子 に多 く、 「興 味 が あ った 」 が 男 子 に多 い とい

う こ とで あ る。 これ は 、 それ まで の傾 向 と同 じで あ る。 学 部 間 に は大 き な差 異 は

認 め られ な い。 コー ス別 で は 、 人 間 コー ス は 「使 い 方 を知 りた い」 が 、 国際 関 係

コー スで は 「就 職 に役 立つ 」 が 、情 報 ・環 境 コー ス で は 「専 門(学 部)に 役 立

つ 」 が他 に比 べ て 目立 って多 い。 情 報 ・環 境 コー ス に は地 理 お よび 社 会 学 部 の学

生 が多 い こ と と関係 して い る と考 え られ る。 人 間 お よび 国 際 関 係 コー ス は、 そ の

コー ス の特 徴 を表 して しる と考 え て よい の で は な いか。

科 目別 にっ い てみ る。 「コ ン ピュー タ入 門 」 で 、 「使 い 方 を知 りた い」 が 多 い

の は授 業 内容 か らい って 当然 で あ る。 と こ ろが 、 「情 報 論1」 で も6割 が 「使 い

方 を知 りた い」 と回答 して い る。 この科 目は 、講 義 主体 で あ る。 確 か に、 電 子

メ ー ル の実 習 を簡 単 に行 うが 、 どん な もの か を体 験 す る程 度 で あ る。 これ に対 す

る回答 で あ ろ う か?そ れ と も、情 報 科 目はす べ て使 い方 を教 え て くれ る授 業 で あ

る と思 って い る の で あ ろ うか?授 業 態 度 を 見 る限 り前 者 で あ る とは 思 い難 い。 真

意が 掴 み か ね る結 果 で あ る。 それ 以外 は妥 当 で あ る。

ig



「奈良大学情報処理センター年報Na7」

4.「 情 報 関連 科 目」 に つ いて

こ こで は、 「情 報 関連 科 目」 に対 す る気 持 ち にっ いて 分 析 す る。 新 カ リキ ュ ラ

ムの科 目 「コ ン ピュー タ入 門 等」 で は 、 受 講 後 の ア ン ケー トは行 って い な いの

で 、 これ は 「情 報 科 学 」 受 講 生 の 意識 で あ る。 カ リキ ュラ ム が大 き くか わ った の

で 、 これ か らの参 考 にす るに は疑 問 が残 るが 、 参 考 と して ま とめ る。

表4.1情 報関連科 目について 学部別

1991 1992 1993 1994

(%〉 文 社 全体 文 社 全体 文 社 全体 文 社 全体

質問(1) 1

1.は い 33,346.8 37.2 25.0 ・ … 29.5 32.6 33.7 33.0 35.6 27.7 32.5

2.い い え 25.7 16.7 23.1 30.2 16.3 25.6 23.8 29.3 26.0 24.3 33.1 27.7

3ど ちらともいえない 41.0 36.5 39.7 44.8 45.0 44.9 43.6 37.0 40.9 40.1 38.5 1・ ・

質 問(2)

1.は い 24.1 28.6 25.4 21.6 26.3 23.2 26.4 25.4 26.0 26.2 20.0 23.8

2.い い え 43.2 33.3 1'1 43.6 31.9 39.8 40.3 43.1 41.4 39.1 47.7 42.5

3ど ちらともいえない 32.7 38.1 34.2 34.8 41.9 37.1 33.3 31.5 32.6 34.7 32.3 33.7

質 問(3)

1.も っと増 やす べ き 35.6 45.2 38.3 43.6 46.3 44.5 49.8 38.1 45.2 52.0 11, 49.1

2.い まの ま まで よい 40.6 33.3 38.5 31.7 36.9 33.4 … 38.1 32.4 25.7 33.1 28.6

3.減 らす べ きで あ る 1.9 2.4 2.0 3.7 1.3 2.9 3.3 2.8 3.1 3.5 8.5 5.4

4.ど らで もよい Zl.9 19.0 Z1.2 21.0 15.6 19.3 18.3 Z1.0 19.3
・ …

13.8 16.9

表4.2:情 報 関連 科 目につ いて 男女別

1991 1992 1993 1994

(%) 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体

質問(1)

1.は い 42.1 30.0 37.2 31.6 26.0 29.5 33.5 32.3 33.0 34.5 27.8 32.5

2.い い え 21.1 26.1 23.1 23.1 29.8 25.6 25.5 27.6 26.0 26.8 29.9 27.7

3.ど ち らともいえ な い 36.8 43.9 39.7 45.3 44.2 44.9 40.9 40.2 40.9 38.7 42.3 39.8

質問(2)

1.は い 32.6 15.0 25.4 26.1 18.Z 23.2 25.8 26.0 Zs.o 24.3 22.7 23.8

2,い い え 33.7 50.0 /'1 38.8 41.4 39.8 41.5 41.7 41.4 40.4 47.4 42.5

3.ど ち らと もい え ない 33.7 35.0 34.2 35.2 40.3 37.1 32.6 32.3 32.6 35.3 Z9.9 33.7

質 問(3)

1.も っと増 やすべ き 44.4 29.4 38.3 44.0 45.3 44.5 42.5 52.8 45.2 48.5 50.5 49.1

2.い まの ままで よ い 35.2 43.3 38.5 36.2 17.7 33.4 35.1 26.0 3Z.4 29.8 25.8 28.6

3.減 らすべ きで あ る 2.3 1.7 2.0 3.9 11 2.9 3.4 1.6 3.1 6.4 3.1 5.4

4ど らで も よい
・'
・ 25.6 21.2 16.0 24.9 19.3 19.1 19.7 19.3 15.3 20.6 16.9

表4.1に 学 部 別 、 表4.2に 男 女 別 の 意 見 を示 す。 内容 と して(1)今 後 も情 報 関 連

科 目を受 講 した い か?(2)も し、 「情報 科 学 」 の ア ドバ ン ス コー スが 開講 され

た ら受 講 した い か?(3)情 報 関 連 科 目を 開講 数 につ い て増 やす べ きか 減 らす べ

きか?を 訪 ね た 。
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質 問(1)、(2)に っ い て は 、 社 会 学 部 で 年 々受 講 した い と思 って い る学 生 が 減 少

し、 文学 部 で は増 加 して い る。 ど ち らか とい う と、社 会 学 部 の 方 が 必 要 と思 われ

る し、情 報 関連 の 開講 科 目も多 い ので 、 意 外 な結 果 で あ る。 男 女別 で み る と、女

子 の 方 が肯 定 的 な意 見 が 多 い ので 、 そ の表 れ と も思わ れ るが 、 表 を比 べ て み る と

単 に男女 差 だ け で 理 解 す る に は無 理 が あ る よ うに 思 われ る。

同様 に(3)に っ いて も、 文 学 部 や 女 子 で増 や す べ き と考 え て い る学 生 が 多 い。 社

会 学 部 に比 べ て 、 文 学 部 で は情 報 関連 の 開 講科 目が 少 ない た め か も しれ な いが 、

上 記 の件 と合 わ せ る と、 文 学 部 さ らに は女 子 の 方 が積 極 的 な のか も しれ ない。

で は、 実 際 に 「情 報 科 学 」 の ア ドバ ンス コー ス と して 開 講 され た 「実 験 自然 科

学(三)」 の受 講 状 況 は ど うだ った か とい う と、 受 講 者 は極 め て 少 なか った17)。

従 って、 単 な る意 識 だ け で 、 実 際 受 け よ う とい う気 持 ち は 少 な い もの と思 われ

る。

全 体 の8割 が 現 状 維 持 以 上 を希 望 して い る こ とを考 慮 して 、今 後 の カ リキ ュ ラ

ムを検 討 す べ きで あ る と思 わ れ る。 しか しなが ら、 「真 」 の学 生 の 意識 につ い て

知 る こ とは 、 か な り難 しい。

5.コ ン ピ ュー タ購 入 に対 す る意 識

最 後 に、 ワー プ ロ専 用 機 ・パ ソ コ ン(パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ)の 購 入 に関す

る意 思 にっ いて ま とめ る。 「情 報 科 学 」 受 講 生 にっ いて は 、 受 講 前 後 の意 識 の 変

化 にっ いて もみ る こ とにす る。 本論 文 で は 、 現 在 持 って い な い学 生 に対 す る集 計

を行 う。 表5.1に ワ ー プ ロ専 用機 、表5.2に パ ソ コン にっ いて 示 す 。 学 部 別 にっ い

て は 、 イ メ ー ジ 同様 男女 比 の 差 と考 え られ る結 果 な ので 、 男 女 別 のみ 掲 載 す る。

表5.1ワ ープ ロ専用機 を購入 したいか どうか?

受講前 1991 1992 1993 1994

C%〉 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体

できるだけ早く 18.8 17.2 18.2 14.6 17.7 15.6 11.8 9.3 11.1 17.0 9.3 14.7

お金の準備ができた ら 38.2 36.9 36.7 ・'
39.6 38.5 40.8 ・ ・'

・ ・ 43.1 32.4 45.3 36.6

授業を受けてか ら 17.0 23.0 19.5 17.7
1・ ・ 18.4 20.9 25.6 22.2 19.7 25.6 21.6

現在、買う気はない 24.1 16.4 20.9 27.1 1・ ・ 24.7 22.7 14.0 20.2 26.6 18.6 23.8

その他 1.8 6.6 3.8 2.6 3.1 2.8 3.8 Z.3 3.4 4.3 1.2 3.3

58.〃66.361..z55.552.254/59〃61..660.555.653.8渥 〃

(注1)表 の下 の 数 値 は 回 答 した学 生 の 率 、 す なわ ち持 って い ない 学 生 の 比 率 を 表 して い る。

(注2)表 の 中 の 数 値 は 回 答 した学 生(持 って い な い学 生)に 対 す る比 率 で あ って 、 全 学 生 に対 す る も の で は な い。

受講後 1991 1992 1993 1994

C%〉 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体
i受 講 中 に買

った 5.1 8.7 6.6 6.1 9.3 7.2 8.9 6.9 8.3 4.3 5.5 4.7

購入機種を検討中 6.9 6.1 6.6 6.1 1.9 4.7 5.2 4.2 4.9 6.5 3.6 5.7

将来買いたい 51.4 60.9 55.2 46.0 61.7 51.3 53.1 63.9 55.6 47.8 69.1 53.9

買う気はない 32.6 21.7 28.3 38.5 20.6 32.5 29.6 22.2 28.1 36.2 18.2 31.1

その他 4.0 2.6 3.4 3.3 6.5 4.4 3.3 Z.8 3.1 5.1 3.6 4.7

(注)数 値 は受 講前か ら持 ってい ると回答 した学生を除いた比率であ って、全学生 に対す る もので はない。
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表5.2:パ ソ コン を購 入 した い か ど うか?

受講前 1991 1992 1993 1994

(%〉 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体
「

できるだけ早 く 10.9 0.7 6.5 6.9 3.2 5.6 4.9 3.7 4.6 7.9 2.7 6.3

お金の準備ができたら 23.3 13.3 19.0 27.6 22.6 25.8 32.1 16.8 27.4 ・ 21.6 ・'
・

授 業を受けてから 30.7 44.7 36.5 35.5 38.7 36.7 35.8 43.0 ・'
・ 32.6 45.0 36.6

「
1現在 、買 う気 は な い
}

匿の他

33.7

1.5

38.7

2.7

35.8

2.0ｺ

…

1.4

33.1

2.4

30.2

6.8

25.1

2.1

32.7

3.8

27.4

2.6

25.6

3.1

29.7

0.9

26.8

2.4

68.タ8/..573.862.767.46γ2襯 〃 〃7〃 。367.2694678

(注1)表 の 下 の 数 値 は 回 答 した 学 生 の 率 、 す な わ ち 持 って い な い学 生 の 比 率 を表 して い る。

(注2)表 の 中 の 数 値 は 回 答 した 学 生(持 って い な い 学生)に 対 す る比 率 で あ って、 全 学 生 に対 す る もの で は ない 。

受講後 1991 1992 1993 1994

(%) 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体 男 女 全体

受講中に買った 1.5 0.0 0.8 3.1 1.3 2.3 2.5 0.9 2.0 5.5 3.64.9

購入機種を検討中 2.9 3.6 3.2 1.8 1.9 1.8 6.2 2.7 5.1 1.6 1.2 1.5

将来買いたい 42.0 23.1 33.4 35.6 28.9 32.8 36.0 36.0 36.1 45.4 39.3 43.4

買う気はない 50.7 69.2 59.1 55.6 57.9 56.5 52.1 51.4 51.8 41.0 II' 41.9

その他 2.9 4.1 3.5 4.0 10.1 6.5 3.3 9.0 5.1 s.s 11.9 8.2

(注)数 値は受講前か ら持 ってい ると回答 した学生 を除 いた比 率であ って、全学生に対す るものではない。

ワー プ ロ専 用 機 につ いて は、 女 子 の方 が購 入 に対 す る希 望 が 高 い。 一 方 、 パ ソ

コ ンは男 子 が 高 く、 女 子 は 「授 業 を受 け て か ら」 とい うの が 半数 近 くい る。 この

傾 向 は、 受 講 後 も変 わ らな い。r買 う気 が ない 」 が 、 両方 と も増 加 して い る。 特

に、 パ ソ コン は1.5～1.9倍 に な って い る。 これ は 、 「難 しい 」 と い う イ メー ジの

増 加 と無 関 係 で は な い と思 う。 「パ ソ コ ンの使 い 方 を教 え るの が 目的 で は な い」

授 業 内容8'12)のた め か も しれ ない。 ワー プ ロ にっ いて は 、授 業 で 少 し操 作 法 を説 明

した ので 、 パ ソ コ ンよ りは、 身 近 に な った の か も しれ な い。

しか しなが ら、購 入 を希 望 す る学 生 の割 合 が年 々増 加 して い る とい う こ とは 、

結論 付 け て もよ い と思 う。 「お金 の 準備 が で きた ら」 購 入 した い と い う学 生 が 、

多 い に もか か わ らず 、 「購 入 した 」等 が 少 な く、 「将 来 買 いた い」 と い う学 生 が

多 い。 まだ 、 コ ン ピュー タは 学生 に と って は 、 高 くて 手 が で な い とい う こ とな の

で あ ろ う。

1995年 度 に っ い て も、 同 じよ う な傾 向 に あ る ので 省 略 す る。

6.お わ り に

以 上 、 「情 報 科 目」 を受 講 した 学 生 に対 す るア ンケ ー トか ら学 生 の 意 識 に関す

る部 分 にっ いて 分 析 して きた 。 基 本 的 な部 分 で は 、 先 の報 告7)と 変 わ る とこ ろ は な

い。 使 用 経 験 が 増 加 して い る6)が 、 余 り意識 に 変 化 は な い と い う こ とだ ろ う。

コ ン ピュー タに対 す る イメ ー ジは 男女 間 の 差 が 大 き く、 そ の反 映 と して 学 部 間

に差 が で て い る もの と考 え られ る。0方 、 受 講理 由は 、 学 部 の特 徴 が で て 、 単 に
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男 女 間 の 差 だ け で理 解 す る こ とが で き な くな って い る。

社 会 を取 りま く情 報 環 境 の変 化 は 目ま ぐ る し く速 い。 ネ ッ トワー ク(と い う よ

りイ ン ター ネ ッ ト)化 ・マル チ メ デ ィア化 が 当 た り前 に な って きた18)。 また 、 高校

まで の教 育 も変 化 して きた3)。 今 後 の変 化 を 見極 め 、 よ り よ い情 報 教 育 環 境 を作 っ

て い く こ とが 重 要 で あ る。 本 論 文 で の報 告 が 今 後 の 情報 教 育 の カ リキ ュラ ム の検

討15)の 参 考 に な る こ とを期 待 す る。

謝辞

「情報 関連 科 目」 の 筆 者 の 担 当以 外 を担 当 され ア ンケ ー トを して頂 い た湊 敏 教

授 お よ び ア ンケ ー トを コン ピ ュー タで 処 理 す るた め の デ ー タ と して 入 力 す るの を

手伝 って くれ た 多 くの 学 生 た ち に感 謝 す る。 本 論 文 の集 計 に は 情報 処 理 セ ン ター

のCONVEX上 の統 計処 理 シ ス テ ムSPSSを 使 用 した。 本 集 計 に 際 して は 、 平成7年 度

総 合 研 究 所 プ ロ ジ ェク ト研 究 「地 球 ・人 間 環 境(問 題)に 関す る総 合 的 研究 」

(代 表:中 川寿 夫 教 授)の 補 助 を受 けた 。

注と参考文献

1)新 カ リキ ュラ ム の 「情 報科 目」 関係 にっ いて は 、 以 下 を参 照 の こ と。

横 田:"「 情 報 関連 科 目」 の 現 状 と問 題 点:奈 良大 学 教 養 部 の新 カ リキ ュラ ム

にっ い て",平 成7年 度 情報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(文 部 省,大 阪大 学

共 催),pp.93-96,1995年12月 。

2)コ ン ピ ュー タ教 育 関 係 にっ い て は,例 え ば以 下 を参 照 の こ と。

正 田實,吉 村 啓 編:数 学 セ ミナ ー増 刊 「教 育 用 コ ン ピ ュー タハ ン ドブ ック
'89」(日 本 評 論 社)

,1989年 。

3)rl995年 度 高 等 学 校 に お け る情 報 教 育実 施 状 況 調 査報 告 」,(社)私 立 大 学

情 報 教 育 協 会,1996年5月 。 これ に よ る と、平 成7年 度 時 点 で は、
・情 報 教 育 は普 通 科 で57% 、職 業 科 で99%が 授 業 を開 設 して い る。
・普 通 科 で は 、 コ ン ピ ュー タの起 動 ・終 了 か らフ ロ ッピ ィデ ィス ク の取 り

扱 い、 キ ー ボ ー ド操 作 、 日本 語 入 力 、 文 書 作 成 な ど の操 作 教 育 が 主 で あ

り、 職 業 科 で は 、基 礎 か らプ ロ グ ラ ム まで まん べ ん な く扱 って い る。

・情 報 の管 理 、情 報 化 社 会 の特 質 、 情 報 と倫 理 、 デ ー タベ ー ス、 通 信 な ど

の項 目は 両者 と も、 ほ とん ど扱 わ れ て い な い。

とい う結 果 が得 られ て い る。 今 後 の 「大 学 」 で の情 報 教 育 を考 え て い く上 で

参 考 にす べ き結 果 で あ る。

4)科 学技 術 会 議(議 長 ・橋 本 首 相)「 科 学 技 術 基 本 計 画」 。 例 え ば 、読 売 新 聞

1996年6月24日 付 夕 刊"科 学 技 術 経 費17兆 円"の 記 事 な ど。
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5)横 田 二"「 情 報 科 学 」 受 講 生 の 受 講 前 の コ ン ピ ュー タ使 用 経 験 に っ い て",奈 良

大 学 紀 要 第19号,pp.29-38,1991年3月 。

6)横 田:"「 情 報 科 学 」 受 講 生 の 受 講 前 の コ ン ピ ュー タ使 用 経 験 に っ い て(II)",

奈 良 大 学 総 合 研 究 所 所 報No.4,pp.3-ll,1996年2月 。

7)横 田 二"「 情 報 科 学 」 受 講 生 の 意 識 に つ い て",

No.3,pp.19-34.1992年12月 。

奈 良大学情報処理 セ ンター年報

8)旧 カ リキ ュ ラ ム及 び授 業 内 容 に っ い て は、 以 下 を参 照 の こ と。

平成6年 度 講 義 要 項,奈 良大学 発 行,1994年4月 。

9)新 カ リキ ュ ラ ム及 び授 業 内 容 にっ い て は、 以 下 を参 照 の こ と。

平成8年 度 講 義 要項,奈 良大学 発 行,1996年4月 。

10)1995年 度 の ア ンケ ー トには 以 下 の問 題 が あ る。

・ 「コン ピ ュー タ入 門 」 は一 度 も コン ピュー タに触 れ た こ とが ない 学生 を対

象 と して お り、 そ の よ う な学 生 を優 先 して い る。

・仮 登 録(申 請)の と き に、 「使 用 した こ とが な い」 と して お き なが ら、授

業 時 の ア ン ケー トで は 「使 用 した コ ン ピュー タ」 に チ ェ ック して い る学 生

も多 い。

・ 「コン ピ ュー タ入 門 」 は、 上 記 科 目の 中 で は半 数 以 上 を しめ て い る。

以 上 の こ とか ら、 ア ン ケ ー トに どれ だ け の信 頼 性 が あ るの か 不 明で あ る。

また 、 ほ ん とう に使 用 した こ とが な い学 生 ば か りで あ れ ば 、 大 学 全 体 の意 識

を反 映 して い な い可 能 性 が あ る。 とは い って も、受 講 生 の 意 識 を反 映 して い

な い とい う根 拠 もな い ので 、 本 論 文 で は 、 意識 を反 映 して い る もの と して分

析 す る。

1D「 情 報 論II」 は 、 コン ピュー タ を使 用 した こ とが あ る学 生 を対 象 とす るの

で 、1年 次 生 後 期 あ る い は2年 次 生 を対象 に 開講 され て い る。 又 、 「情 報 論

II」 のデ ー タ は全 体 の2%以 下 にす ぎな い。

12)授 業 内 容 を 簡 単 に ま とめ る 。 詳 細 は 文 献8)お よ び9)を 参 照 の こ と。

・ 「情 報 科 学 」 一一一一 自然 科 学 科 目 の0つ で あ る。 前 期:コ ン ピ ュー タの し

くみ と フ ロ ー チ ャ ー トに 関 す る講 義 ・ワ ー プ ロ の 実 習 。 後 期:汎 用

機 に よ るFORTRANの 実 習(ア ル ゴ リズ ム の 理 解 の た め)。

・ 「コ ン ピ ュー タ入 門 」 一一一 全 コ ー ス の 共 通 科 目で あ る(半 期)。 コ ン

ピ ュ ー タ を 全 く使 った こ と の な い 学 生 を 対 象 に 、 ワ ー プ ロ 、 表 計

算 、 グ ラ フ ィ ック ス 等 の 実 習 を 行 う。

・ 「情 報 論1」 一一一一 情 報 ・環 境 コ ー ス の 科 目で あ る(他 の コー ス の 学 生 も

受 講 可 能)。 コ ン ピ ュ ー タ の し くみ(ハ ー ド ウ ェ ア ・ソ フ トウ ェ

ア)に っ い て の 講 義 と電 子 メ ー ル の 実 習 。

・ 「情 報 論II」 一一一 情 報 ・環 境 コ ー ス の 科 目で あ る(他 の コー ス の 学 生 も

受 講 可 能)。C言 語 に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ の 実 習 。 コ ン ピ ュー タ を
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使用 した ことがあ る学生 を対象 とす る。

13)文 献7)の 付録3で 示 した もの と同 じ感想が ほ とん どで あ るので、本論 文では感

想 その ものにっ いては触れ ない。

14)平 成8年 度 情報 教 育 問 題 フ ォー ラ ム資 料pp.29-30[(社)私 立 大 学 情 報教 育

協 会 主催 、 於 立 命 館 大 学 び わ こ ・くさっ キ ャンパ ス 、1996年6月28-29日 、 分

科 会rE:情 報 基 礎 教 育 」]で 取 り上 げ られ て い る。

15)本 論 文 を執 筆 中 の段 階 で は 、教 養 部 にお いて 「情 報 関 連 科 目」 を今 後 どの よ

うにす るか(し た ら良い か)に っ いて の検 討 が 始 ま った ば か りで あ る。

16)2科 目で よ い の で あ るが 、 取 得 で き なか った と きの た め に3科 目受 講 して い

る学 生 が 多 い。 文献7)の 注4)を 参 照 の こ と。 基 本 的 に は 、 毎 年 同 じ傾 向 にあ

るので 、 こ こで は 触 れ な い。

17)1993年 度 は8名 、1994年 度 は25名 で あ った。 ほ とん どが 、 地 理 学 科 と社 会 学

部 の 学 生 で あ った 。

18)最 近 で は、 テ レビ ・新 聞 ・雑 誌 等 にお い て 、 イ ン ター ネ ッ ト ・マ ル チ メ デ ィ

ア と い う言 葉 を 聞か な い ・見 ない 日は ない と い って も過 言で は な い。 また 、

書 籍 も書 店 に温 れ て い る。
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付 録:1995年 度 以 降 の ア ンケ ー トの 項 目

1995年 度 以 降 の ア ンケ ー トの 内容 を掲 載 す る。 ほ とん ど 「情 報 科 学 」 、 す なわ

ち1994年 度 以 前 の第1回 目の ア ンケ ー トと同 じで あ るが 、一 部 内 容 を変 更 した と

ころ もあ る。

[0]あ なた が 受 講 して い る(し た 、 した い)情 報 関 係 の科 目は何 で す か?

コン ピ ュー タ入 門

情 報 論1(コ ン ピュー タの し くみ)

情報 論II(プ ログ ラ ミ ング 入 門)

情報 科 学 く 旧 カ リキ ュク ラ ム:2回 生 以 上 の み 〉

以 上 の それ ぞ れ にっ いて 、 以 下 の項 目か ら選 ん で下 さい。

この科 目 …1単 位 取 得 済 み …2

他 の 時 限 で 受講 中 …3今 後 受 講 予 定 …4

受 講 の 意 思 な し …5

受講 の予 定 は 、 今 現在 の 気 持 ちで 結 構 で す 。 履 修 した が 、 単位 を取 得 で き な

か った場 合 は 、受 講 して い な い も の と して 回答 して下 さい。

[1]あ な た個 人 にっ い て お尋 ね します 。

[1-1]あ な た の学 部 学 科 は?

1.国 文 学 科2.史 学 科3.地 理 学 科4.文 化 財 学 科

5.社 会 学 科6.産 業 社 会 学科

[1-2]あ なた の性 別 は?

1.男2.女

[1-3]あ なた の学 年 は?

1.1年 次 生2.2年 次 生3.3年 次 生4.4年 次 生 以 上

[1-4]1年 次 生 の人 のみ:あ なた の教 養 部 で の主 題 科 目の コー ス は?

1.人 間 関係 コー ス

2.国 際 関係 コー ス

3.情 報 ・環境 コー ス

[2]コ ン ピ ュー タに対 す る イ メー ジ を次 の 中か ら選 ぶ と した ら、 どれ を選 び ます

か?(2っ 以 内)

1.好 き2.便 利3.難 しい4.ゲ ー ム

5.こ わ い6.ワ ー プ ロ7.楽 しい8.最 先端

9.価 格 が 高 い10.嫌 い11.や さ しい12.計 算

13.融 通 が利 か な い14.役 に 立 た な い15.役 にた っ16.集 中 力

17.ま だ わ か らな い18.や ってみ た い19.殴 りた くな る20.疲 労
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21.1～20に は な い(具 体 的 に 書 い て 下 さ い)

[3]パ ソ コ ンまた は ワ ー プ ロ専 用機 の 購 入 につ いて お 尋 ね します 。

パ ソ コ ン、 ワー プ ロ専 用 機 そ れ ぞ れ にっ い て 回答 して下 さい。

1.現 在 持 って い ない ので 、 す ぐにで も買 い た い

2.現 在 持 って い ない が 、 買 いた い と思 って い る

3.現 在 持 って い ない が 、 購 入 す るっ も りは ない

4.コ ン ピュー タ関係 の授 業 を受 け て か ら考 え る

5.現 在 持 って い るが 、 買 い替 え た い

6.現 在 も って い る ので 、 購 入 予 定 は ない

[4]今 ま で に 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 した こ と が あ り ま す か?(パ ソ コ ン ・ワ ー プ

ロ 専 用 機 ・フ ァ ミ コ ン等)あ る …1な い …2

[4-1]使 用 した こ とが な い場 合 、 家 に あ ります か?

家 に あ る(家 族 が使 用 して い る)…1家 に な い …2

・1の と き、 あ なた が 使 用 しな い理 由 を書 い て下 さい。

[4-2]使 用 した こ とが あ る ・現 在 使 用 して い る場 合。

次 の何 を使 用 して い ます か?ま た、 それ は誰 の所 有 で す か?

該 当す る もの せ べ て を○ で 囲 んで 下 さ い。 該 当 な しの と きは そ の ま ま。

(a)フ ァ ミ コンi類

(b)ワ ー プ ロ(ワ ー ド ・プ ロセ ッサ)専 用機

(C)パ ソ コ ン(パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ)

所 有 にっ いて の選 択 肢

1.自 分 の もの(専 用)2.家 族 の も の

3.友 人 の もの(親 戚 を含 む)4.そ の 他(学 校 ・講 習 会 等)

[5]こ こ はパ ソ コ ンを使 用 した こ とが あ る人 だ け 、 答 え て下 さ い。

パ ソ コ ンを どの よ うに使 用 しま した か ・して い ます か?該 当す る ものす べ

て 、○ で 囲 ん で下 さい。 該 当 な しの と き は そ の ま ま。 そ の所 有 にっ い て は 、

[4-2]に 準 じて 下 さ い。

(a)ゲ ー ム(b)パ ソ コ ン通 信(c)ワ ー プ ロ

(d)表 計 算(e)デ ー タベ..._ス(f)グ ラ フ ィ ックス

(9)自 分 で プ ロ グ ラ ム を作 成(h)そ の他(具 体 的 に書 い て 下 さい)

例 ●学 校 の パ ソ コンで パ ソ コ ン通 信 を した →(b)の 欄 の4を ○ で 囲 む

[6]ワ ー プ ロ(専 用 機 ・パ ソ コ ンを 問 わず)を 使 用 した こ とが あ る人 に訪 ね ま
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す 。 あ なた は 、 どの程 度 使 い こ なす こ とが で き ます か?

1

0
乙

0
0

ほ とん ど初心者(人 の助 けが ないと使 う 自信が ない)

時 々、人の助 けが必 要だが一通 り使え る

マニ ュアルを見 るだけで、一人で使 うことがで きる

[7]こ の科 目を受 講 した 理 由 は何 です か?(3っ 以 内)

1.コ ン ピ ュー タに興 味 が あ った か ら

2.自 分 の専 門(学 科)に 役 に立 っ と思 うか ら

3.就 職 に役 に立 っ と思 うか ら

4.現 代 社 会 で は 必 要 な こ とだ と思 うか ら

5.先 輩 に勧 め られ て

6.講 義 要 項(シ ラバ ス)を 読 んで

7.単 位 が取 りやす い科 目だ と思 うか ら

8.時 間割 の都 合 で 、 そ の時 限 だ け 空 いた か ら

9.資 格 を取 りた い

10.使 い 方 を知 りた い

11.そ の他(自 分 で 書 い て 下 さい)

ご協力あ りが とう ござい ま した
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